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 〈作品〉 オーディオ・ビジュアル創作プラットフォーム MUCCA 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 古川 聖 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 伊藤 俊治 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） たほ りつこ 
（副査） 群馬大学 教授 （教育学部） 茂木 一司 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  

























































































































    
 
場に最初のアンカーをおいていこうとするものであり、その先には教育という枠組みも超え、芸術表現
行為自体のパブリック化と変容のような方向性も示唆されている。オーディオ・ビジュアル創作システ
ムとして開発された「MUCCA（ミュッカ）」は濱野の出自である、作曲、コンピュータミュージックのア
ドバンテージが発揮され、その音楽機能の多彩さ、論理性、それらの視覚要素との組み合わせの有効性、
おもしろさにおいては出色の出来栄えである。この強力なツールをつかったさまざまなワークショップ
が考えうるが、この博士論文執筆に関連して濱野により行われたワークショップはその一部の可能性が
示されたもので、これから外部のワークショップデザイナーによる、異なるタイプにワークショップの
開催が待たれるところである。「 MUCCA」は日本語のほか英語、中国語にも対応している。また濱野は
「MUCCA」のシステムに関し、国内及び、国際学会で発表をおこない、高い評価をうけてきており、「 MUCCA」
をつかった国際的な展開も期待される。以上の理由により、濱野の研究、作品、プレゼンテーションは
高い水準をもち、博士号に値すると認め、合格とする。 
 
